
第120号	 議 会 だ よ り	 平成26年５月15日

5

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

竹
本　

正
明
議
員

（
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○
新
年
度
予
算
に
お
け
る
新
規

事
業
の
内
容
に
つ
い
て

問
今
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
は
国
や
地
方
の
喫
緊
の
問
題
で

あ
り
、茂
原
市
も
例
外
で
は
な
い
。

新
年
度
予
算
に
、
こ
れ
ら
の
状
況

改
善
に
対
応
し
た
新
事
業
を
予
算

化
し
た
様
だ
が
、
そ
の
事
業
は
何

か
。
ま
た
、
他
の
新
規
事
業
の
内

容
は
何
か
。
併
せ
て
新
規
事
業
の

総
額
は
。

答
平
成
26
年
度
予
算
に
計
上
し

た
新
規
事
業
は
、
水
害
対
策
、
子

育
て
支
援
、
小
中
学
校
天
井
等
落

下
防
止
工
事
設
計
業
務
委
託
、
図

書
館
の
管
理
運
営
・
移
転
事
業
、

ウ
ォ
ー
ル
に
よ
り
対
策
を
講
じ
て

い
る
。
個
人
情
報
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
に
つ
い
て
は
、
税
や

戸
籍
な
ど
の
個
人
情
報
を
扱
う
基

幹
系
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
場
合

に
は
、
個
々
の
職
員
に
与
え
ら
れ

た
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
及
び
パ
ス
ワ
ー

ド
を
電
源
投
入
時
と
シ
ス
テ
ム
使

用
時
に
入
力
す
る
よ
う
設
定
し
て

お
り
、
そ
の
Ｉ
Ｄ
及
び
パ
ス
ワ
ー

ド
は
厳
重
に
管
理
す
る
よ
う
義
務

付
け
て
い
る
。
ま
た
、
職
員
に
よ

る
不
正
使
用
に
対
す
る
抑
止
力
と

し
て
、
ど
の
職
員
が
、
い
つ
、
ど

の
よ
う
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
た

か
が
分
か
る
よ
う
、
そ
の
情
報
へ

の
ア
ク
セ
ス
履
歴
を
記
録
し
て
い

る
。
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よ
し
議
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（
緑
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会
）

○
地
域
の
た
か
ら
（
児
童
）
の

安
全
に
つ
い
て

問
市
内
に
点
在
す
る
空
き
家
の

一
つ
に
、
国
道
沿
い
の
長
尾
地
先

交
差
点
付
近
に
非
常
に
危
険
な
状

態
の
建
物
が
あ
る
。
た
か
ら
（
児

童
）
の
行
事
開
催
の
際
、
落
下
物

を
避
け
る
為
、
飛
び
出
し
に
よ
る

死
亡
事
故
も
危
惧
さ
れ
て
お
り
、

撤
去
等
の
安
全
対
策
が
必
要
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
長
尾
地
先
の
空
き
家
に
つ
い

て
の
対
応
は
、
所
管
行
政
庁
で
あ

る
県
と
連
携
し
、
建
物
の
所
有
者

に
対
し
、
こ
れ
ま
で
も
再
三
、
文

書
通
知
や
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
危

険
箇
所
の
対
応
に
つ
い
て
依
頼
し

て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
所
有

者
に
改
善
の
意
思
が
見
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
苦
慮
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
な
お
、
県
で
は
バ
リ
ケ
ー

ド
を
設
置
し
、
通
行
人
等
へ
の
周

知
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
今
後
と
も
、
危
険
要
因
の
解

消
に
向
け
、
粘
り
強
く
交
渉
し
て

い
き
た
い
。

消
費
税
増
税
に
伴
う
低
所
得
者
や

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
臨
時
福
祉

給
付
金
な
ど
、
計
36
事
業
で
総
額

約
11
億
３
３
０
０
万
円
で
あ
る
。

人
口
減
少
問
題
対
策
に
関
し
て

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
か
ら

提
案
の
あ
っ
た
21
事
業
の
う
ち
、

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
、
お
む
つ

用
ご
み
袋
の
無
料
配
布
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
再
構
築
の
３
事
業
を
予

算
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

○
庁
内
パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
期
限

切
れ
対
策
に
つ
い
て

問
今
や
行
政
事
務
の
遂
行
に
パ

ソ
コ
ン
は
欠
か
せ
な
い
。
４
月
で

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
基
本
ソ
フ

ト
で
あ
る
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
の

サ
ポ
ー
ト
が
期
限
切
れ
と
な
る

が
、
そ
の
対
策
は
。
使
用
台
数
の

全
容
は
。
戸
籍
、
住
民
票
、
税
金

等
の
個
人
情
報
の
保
護
対
策
は
万

全
か
。

答
本
市
で
保
有
し
て
い
る
パ
ソ

コ
ン
は
７
４
５
台
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
使
用
し
て
い
る
Ｏ
Ｓ
が
ウ
イ

ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
で
あ
る
も
の
が
３

７
０
台
あ
る
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃

へ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
を
防

ぐ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
や
外
部

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
か
ら
の

不
正
侵
入
を
防
ぐ
フ
ァ
イ
ア
ー

ズ
調
査
、
現
場
で
の
活
動
と
、
迅

速
か
つ
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
い

た
だ
い
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

災
害
協
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の

必
要
性
も
含
め
、
茂
原
市
社
会
福

祉
協
議
会
と
協
議
し
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

○
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
設
置
、
課
題
に
つ
い
て

問
昨
年
の
台
風
26
号
に
よ
る
水

害
で
、
本
市
に
お
い
て
初
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
た
。
立
ち
上
げ
ま
で
に
時
間

を
要
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の

理
由
は
。
こ
の
教
訓
を
活
か
し
、

今
後
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
と
社

会
福
祉
協
議
会
と
で
大
災
害
発
生

時
の
災
害
協
定
締
結
の
考
え
は
。

答
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
災
害

発
生
時
、
茂
原
市
社
会
福
祉
協
議

会
が
策
定
中
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

素
案
に
基
づ
き
設
置
し
て
い
た
だ

い
た
。
災
害
発
生
の
翌
日
に
は
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
、ニ
ー


